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６．人口推計





63,581 
60,697 

56,998 
53,932 

50,581 
47,076 

43,385 
39,784 

36,254 
32,794 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

60,000 

70,000 

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

（人）
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自然増減 社会移動

死亡 出生 移動率

社人研の生残率仮定値

※2050年以降は一定

平成27年、令和２年、令和７年（直近10年）
における子ども女性比の平均を社人研の仮定
値の変動に合わせて変動

社人研の移動率仮定値

※2050年以降一定

人口推計（暫定値）

設定条件

• コーホート要因法に基づき、以下のパラメータを用いた推計を行った。



7,623 
6,637 

5,658 
4,904 

4,271 

4,074 

3,701 

3,324 

2,958 
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33,840 
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25,809 

22,443 

19,563 

17,283 

15,586 

14,077 

0 
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18,282 

20,220 
20,510 

20,623 
20,501 

20,559 
20,121 

19,177 
17,710 

16,084 
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年少人口 生産年齢人口 老年人口
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７．市民意識調査





「第３次十和田市総合計画」の策定の参考とするため、無作為抽出にて抽出した市民にアンケートを送付し、意見を聴取する。

市民向けアンケート調査

調査の概要

調査目的

市内在住の18歳以上の市民から無作為抽出にて2,700名を抽出。郵送配布・郵送回収とウェブ回答の併用調査対象・方法

令和7（2025）年 ⽉ ⽇8 25 （月） ⽉ ⽇〜9 24 （水）調査期間

回収数 配布数 有効回答数 有効回答率

2,700件 1,070件（紙面796件・ウェブ274件） 39.6％
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農林畜水産業

6.3%

自営業･経営者

7.9%

会社員､公務員､団

体職員

32.5%

パート･アルバイト

12.9%

専業主婦･主夫

10.8%

学生

1.6%

無職

24.6%

その他

3.4%
(n=1063)

職業別



住みやすい

28.4%

どちらかと言えば

住みやすい

42.9%

どちらとも言えない

19.4%

どちらかと言えば

住みにくい

6.8%

住みにくい

2.5% (n=1059)

十和田市の住みやすさ

28.4%

12.5%

26.3%

14.6%

18.9%

25.1%

26.8%

35.2%

42.6%

42.9%

25.0%

47.4%

48.8%

39.4%

41.2%

49.6%

41.4%

35.7%

19.4%

37.5%

10.5%

20.7%

21.3%

26.7%

18.3%

16.0%

17.1%

6.8%

12.5%

8.8%

12.2%

15.0%

5.3%

3.6%

5.3%

4.7%

2.5%

12.5%

7.0%

3.7%

5.5%

1.6%

1.8%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Total

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

(n
=

1
0

5
9

)
(n

=
8

)
(n

=
5

7
)

(n
=

8
2

)
(n

=
1
2

7
)

(n
=

1
8

7
)

(n
=

2
2

4
)

(n
=

2
4

4
)

(n
=

1
2

9
)

住みやすい どちらかと言えば住みやすい どちらとも言えない どちらかと言えば住みにくい 住みにくい
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住みやすさの重要条件

65.6%

32.5%

27.6%

26.6%

21.5%

19.6%

15.8%

12.7%

12.5%

11.4%

10.0%

10.1%

5.7%

3.1%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

災害が少ないこと

豊かな自然環境

犯罪や交通事故が少ないこと

医療機関の充実

道路や交通機関の利便性

食べ物の豊富さ･安全性

商業施設の充実

家賃や食料費など生活にかかる費用

福祉の充実､介護･福祉施設等の充実

美しい街並み

働きやすさ

教育や子育てのしやすさ

地域コミュニティの絆､ご近所との付き合い

文化･スポーツ環境の充実

その他

(n=1047)
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【その他の回答例】

• ミニマムに生活できる、広すぎない
• 水がおいしい、湧水を使っているため

• 長年住んでいるから。静かである。マナーが良い
• 地元に友人がいる



定住意向
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ずっと住み続けたい

71.4%

一時的に転出するが､将

来的には戻りたい

1.4%

できれば転出したい

8.0%

わからない

19.1%

(n=1056)

71.4%

12.5%

36.8%

61.0%

60.6%

64.2%

77.1%

82.0%

88.2%

1.4%

25.0%

14.0%

0.8%

1.1%

0.8%

8.0%

37.5%

26.3%

11.0%

16.5%

9.6%

5.4%

2.0%

1.6%

19.1%

25.0%

22.8%

28.0%

22.0%

25.1%

17.5%

15.2%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Total

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

(n
=

1
0

5
6

)
(
n

=
8

)
(n

=
5

7
)

(n
=

8
2

)
(n

=
1
2

7
)

(n
=

1
8

7
)

(n
=

2
2

3
)

(n
=

2
4

4
)

(n
=

1
2

7
)

ずっと住み続けたい 一時的に転出するが､将来的には戻りたい できれば転出したい わからない



｢住み続けたい｣｢将来的に戻りたい｣理由
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47.4%

44.4%

33.2%

29.0%

27.5%

21.6%

17.3%

16.6%

4.9%

2.4%

1.2%

1.1%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族と一緒にいたいから

ふるさとだから

安心して生活することができるから

友人･知人がいるから

住んでいる地域が好きだから

仕事があるから

買い物や通勤に便利だから

豊かな自然に魅力を感じるから

高齢者等の福祉環境が整っているから

歴史･文化･風土に魅力を感じるから

子育て･教育環境が整っているから

スポーツ環境が整っているから

その他

(n=761)

【その他の回答例】

• 持ち家があるから
• 転居が難しいから
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｢転出したい｣｢わからない｣理由

35.1%

24.2%

23.0%

18.9%

14.0%

11.7%

10.9%

2.6%

1.1%

37.4%

0% 10% 20% 30% 40%

買い物や通勤が不便だから

高齢者等の福祉環境が整っていないから

安心して生活することができないから

市内に働きたい場がないから

都会的な生活環境にあこがれるから

転勤等の仕事の都合があるから

子育て･教育環境が整っていないから

市外に就職するから

市外に進学するから

その他

(n=265)

【その他の回答例】

• 交通手段に乏しいから
• 医療環境が良くないから
• 冬季の気温や除雪が負担だから
• 子ども・親が市外で暮らしているから
• 娯楽施設が少ないから
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将来の十和田市に何があれば住み続けたい、戻ってきたいと思うか

43.6%

39.8%

37.7%

35.2%

29.7%

19.9%

8.9%

7.2%

4.2%

15.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

買い物環境が充実している

安心して生活することができる

高齢者への福祉が充実している

魅力的な就職先･勤務先がある

休日に遊ぶ施設が充実している

子育て･教育環境が整っている

市外の職場への通勤が便利

市内に住居を確保できる

魅力的な進学先がある

その他

(n=236)

【その他の回答例】

• 交通機関の充実
• 医療機関の充実



幸福度
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0.9% 0.7%
1.4%

4.8% 5.4%

25.4%

11.5%

17.8%
18.8%

6.1%
7.2%

0%

10%

20%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

（n=1,042）

平均：6.38点



幸福の実感を判断する上で重視したこと
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64.5%

64.4%

39.5%

38.7%

26.6%

17.2%

0.6%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

健康状態

家族･友人関係

所得･収入

良好な生活環境

自由な時間の有無

趣味などの生きがい

就業状況

地位や名誉

その他

(n=1052)

【その他の回答例】

• 子ども・孫に会えるから。子どもの生活が安定しているから
• 子どもが大人になっても暮らせる環境があるかないか
• 災害が少ないこと
• 主体的活動の場がある。自己研鑽・学習と仲間との実践・活動



十和田市に住んでいることで幸せを感じること（主な意見）
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災害が少ない・安心して暮らせる
• 地震や台風などの自然災害が少なく、安心して生活できることに幸せを感じるという声が圧倒

的に多い

自然環境の豊かさ
• 奥入瀬渓流、十和田湖、八甲田山などの美しい自然や四季の変化、空気や水のおいしさ、静

かな環境に癒やしや誇りを感じる
• 桜並木や街路樹、田園風景、星空など、身近な自然に触れる時に幸せを感じる

家族・友人・知人とのつながり
• 家族や親戚、友人が近くに住んでいて、すぐ会える安心感や団らんの時間、交流の機会が幸

せの源
• 地域の人との交流やイベント、祭りなどで人とつながることに喜びを感じる

日常生活の安定・利便性
• 普通に平穏に暮らせること、健康で過ごせること、生活に必要な施設（病院、スーパー、公共

施設など）が身近にあること
• 買い物や通院が便利、交通の利便性が良いと感じる人もいる

趣味・余暇の充実
• 散歩、スポーツ、家庭菜園、温泉、釣り、カラオケなど、趣味や余暇を楽しめる環境があること

その他
• 十和田市の美しい街並みや文化施設（美術館、図書館など）に誇りを感じる人もいる
• 一方で「特に幸せを感じない」「何もない」「不便」といった否定的な意見も一定数あり、個人差

が見られる　／等



施策の満足度
（「満足」+「まあ満足」の多い順）
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施策の重要度
（「重要」+「まあ重要」の多い順）



施策の満足度・重要度（関係図）
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最も優先すべき施策
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十和田市市全体がめざすべきまちの姿
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61.4%

37.6%

35.9%

29.7%

24.5%

22.6%

20.8%

18.3%

18.2%

7.1%

5.9%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

医療､救急体制や防災体制の整ったまち

健康と福祉の充実したまち

十和田湖や奥入瀬渓流､現代アートを活かした観光のまち

充実した子ども時代を過ごせるまち

道路など地域基盤の整備されたまち

自然や歴史的資源を活かした個性あるまち

農林畜産業の盛んなまち

商工業の充実したまち

観光施設やイベントの充実したまち

生涯学習やスポーツの盛んなまち

コミュニティ活動が盛んなまち

その他

(n=1022)

【その他の回答例】

• 若い人たちが希望をもって仕事に力を注げるまち作り
• 市外から若者を中心に移住・転入したいと思えるまち
• 子どもの居場所、子ども・若者の遊び場・娯楽が充実したまち
• 誰もが子育てしやすいまち、産婦人科の設置
• 人口減少対策に取り組むまち
• 増加傾向にある高齢者も活躍できるまち
• 外国人向けも含めた観光の発信力強化・PR
• 大学・企業の誘致



結婚の状況
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60.2%

60.6%

14.3%

70.0%

76.3%

60.5%

26.5%

65.9%

71.3%

5.7%

9.3%

2.9%

7.3%

12.6%

34.1%

39.4%

85.7%

30.0%

23.7%

30.2%

70.6%

26.8%

16.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Total

全体

20歳代

30歳代

40歳代

全体

20歳代

30歳代

40歳代

(n
=

2
6

4
)

(n
=

9
9

)
(n

=
2

1
)

(n
=

4
0

)
(n

=
3

8
)

(n
=

1
6

2
)

(n
=

3
4

)
(n

=
4

1
)

(
n

=
8

7
)

男
性

女
性

結婚している 結婚したことはあるが､離(死)別した 結婚していない

結婚したいと思う年齢（20-40歳代）

18～24歳

1.0%

25～29歳

23.7%

30～34歳

16.5%

35～39歳

9.3%
40～44歳

9.3%

45歳以上

6.2%

結婚したくない･

わからない

34.0%

(n=97)

1.0%

2.7%

23.7%

16.2%

27.6%

16.5%

32.4%

6.9%

9.3%

10.8%

8.6%

9.3%

10.8%

6.9%

6.2%

5.4%

6.9%

34.0%

21.6%

43.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Total

男性

女性

(
n

=
9

7
)

(n
=

3
7

)
(
n

=
5

8
)

18～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45歳以上 結婚したくない･わからない



現在のこどもの人数と比べ
理想の人数が少ない理由
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出産について行政として
実施する今後の取組

※希望出生率：1.75

【その他の回答例】

• 夫婦共働きで、多人数の子どもの子育てができない
• 今は子育てよりも仕事を優先したいから
• 仕事に追われ余裕がないから
• 2人育てる自信がなかったから
• 結婚が遅かったので
• 年子で出産して、大変しんどかったため
• 育児への不安
• 十和田市に産婦人科がないから

【その他の回答例】

• 産婦人科が少ない問題への対応



子育てに関する取組の効果
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（「効果が高い+どちらかというと効果が高い」が多い順）



｢ダイバーシティ｣という
言葉の認知度
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ダイバーシティについて
行政が取組むべきこと

20.4%

62.5%

33.9%

36.6%

25.4%

30.3%

16.1%

10.9%

4.4%

34.6%

25.0%

28.6%

34.1%

40.5%

42.2%

42.2%

29.3%

15.9%

45.0%

12.5%

37.5%

29.3%

34.1%

27.6%

41.7%

59.8%

79.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Total

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

(
n

=
1
0

2

3
)

(
n

=
8

)
(
n

=
5

6
)

(
n

=
8

2
)

(n
=

1
2

6
)

(n
=

1
8

5
)

(
n

=
2

2
3

)
(
n

=
2

2
9

)
(
n

=
1
1
3

)

知っている 見たり聞いたりしたことがあるが､内容はよくわからない 知らない

知っている

20.4%

見たり聞いたりした

ことがあるが､内容

はよくわからない

34.6%

知らない

45.0%

(n=1023)

【その他の回答例】

• 行政がお手本となること
• 同性婚の受入
• 学校教育においての本当の意味での子どもを尊重して指導する在り方
• フレックス勤務や在宅勤務の拡大
• 率先してする必要性は感じない

39.7%

33.4%

32.9%

30.7%

28.1%

27.7%

21.3%

18.3%

13.6%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校や公民館での多様性教育プログラムの実施

市民向けの啓発パンフレット･ポスター等の作成･配布

ダイバーシティに関する市民向け講演会･セミナーの開催

市としての考えを宣言する

外国人､障がい者､LGBTQ+など多様な住民向けの相談窓口設置

ダイバーシティに関する企業向け講演会･セミナー･研修の開催

ダイバーシティ推進のための計画の作成

企業向けの啓発パンフレット･ポスター等の作成･配布

ダイバーシティの実現に取り組む企業の表彰･認定

その他

(n=912)



インターネットの利用状況
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デジタル化が進むことによる
市役所のサービスへ期待すること

毎日少なくとも1回

は利用

61.9%

週に少なくとも1回は利用

5.8%

月に少なくとも1回は利用

2.3%

年に少なくとも1回は利用

1.4%

利用していない

28.6%

(n=1017)

61.9%

100.0%

98.2%

93.9%

89.8%

85.2%

65.0%

27.6%

9.9%

5.8%

1.8%

3.7%

3.9%

2.7%

7.2%

9.3%

7.2%

2.3%

1.6%

3.3%

4.5%

1.8%

1.4%

1.2%

1.6%

1.1%

2.7%

1.8%

28.6%

1.2%

3.1%

7.7%

20.6%

60.9%

80.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Total

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

(n
=

1
0

1
7

)
(n

=
8

)
(
n

=
5

7
)

(
n

=
8

2
)

(
n

=
1
2

7
)

(
n

=
1
8

3
)

(
n

=
2

2
3

)
(
n

=
2

2
5

)
(
n

=
1
1
1
)

毎日少なくとも1回は利用 週に少なくとも1回は利用 月に少なくとも1回は利用 年に少なくとも1回は利用 利用していない

54.1%

44.0%

37.7%

24.1%

20.9%

18.5%

16.0%

8.8%

10.6%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

一つの窓口で手続きが完了する行政手続き窓口の一元化

自宅等から手続きが完了する行政手続きのオンライン化

セキュリティ対策

マイナンバーカードの活用

現金以外の方法で支払いができるキャッシュレス化

情報発信の強化

地域社会の活性化

デジタルデバイド対策

特に期待することはない

その他

(n=984)

【その他の回答例】

• 改めてインクルージョンも重要視してもらいたい
• 多様はよいが、責任も伴うことを教える風潮が必要

• ダイバーシティと言う言葉のもとで全てが正当化され
ることがあってはならない

• 安全が確保されなければならない
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「第３次十和田市総合計画」の策定の参考とするため、市内小学校の５年生の意見を聴取する。

小学生向けアンケート調査

調査の概要

調査目的

市内小学校の5年生全員を対象として、学校備え付けタブレットを通じて回答。調査対象・方法

令和7（2025）年 ⽉ ⽇8 25 （月） ⽉ ⽇〜9 29 （月）調査期間

回収数 対象者総数 有効回答数 有効回答率

424件 403件 95.0％

好き

61.0%

どちらかといえば

好き

23.6%

どちらともいえない

11.9%

どちらかといえば

嫌い

1.7%

嫌い

1.7% (n=403)

十和田市が好きか

住みやすい

63.0%

どちらかといえば

住みやすい

25.3%

どちらともいえない

9.7% (n=403)

住みたい

52.1%

住みたくない

9.7%

わからない

38.2%

(n=403)

十和田市の住みやすさ
大人になっても

十和田市に住みたいか



十和田市で自慢できること
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64.5%

44.5%

43.8%

29.0%

26.8%

14.2%

12.3%

11.2%

11.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

十和田湖

奥入瀬渓流

官庁街通り

十和田市現代美術館（アート広場）

十和田の野菜（にんにく、ねぎ、長いも、ごぼう など）

馬事公苑（駒っこランド）

八甲田山

体育施設（総合体育センター、志道館、高森山球技場、こまかいどーむ など）

有名な建築家の建物（図書館、とわふる、トワーレ など）

稲生川

(n=400)

52.1%

38.3%

36.6%

29.6%

26.1%

25.8%

20.3%

13.5%

12.8%

11.3%

6.3%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

みんなが楽しく遊べる遊園地をつくってほしい

いろんなものを売っているショッピングセンターをつくってほしい

青森市や八戸市にすぐに行けるような道路をつくってほしい

いつでもスポーツができるように体育館や運動場をつくってほしい

自然がいっぱいあって、水や空気がおいしいまちにしてほしい

みんなが助け合いながら生活できるまちにしてほしい

みんなが元気で楽しく生活できるまちにしてほしい

公園や花だんがたくさんあるきれいなまちにしてほしい

日本中や世界中からたくさんの人が集まるまちにしてほしい

学校を新しく建ててほしい

農業や畜産がさかんなまちにしてほしい

たくさんの人がはたらく工場や会社をつくってほしい

(n=399)

十和田市にしてほしいと思っていること



十和田市のよいと思うところ（好きなところ）（主な意見）
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自然・環境の豊かさ
• 十和田湖、奥入瀬渓流、稲生川、八甲田山など美しい自然が多い
• 桜並木や花火大会など四季折々の景観が楽しめる
• 空気や水がきれいで、環境に優しい町
• 田畑や緑が多く、農作物（にんにく、ごぼう、長芋、りんごなど）が豊富

芸術・文化・施設
• 十和田市現代美術館やアート広場、フラワーホースなど芸術作品が街にある
• 図書館、市民プール、体育館、駒っこランドなど公共施設が充実
• 官庁街通りの桜並木や街並みが美しい（日本の道100選）
• 大きなスーパーがあり、買い物がしやすい

行事・地域活動
• 秋祭り、桜祭り、花火大会、流鏑馬など伝統的で楽しいイベントが多い
• 地域清掃やゴミ拾い活動など住民の協力が盛ん
• 地域交流や友好都市とのつながりがある

暮らしやすさ・人の温かさ
• 治安が良く、事件が少ない
• 挨拶をしてくれる人が多く、地域の人が優しい
• 車が横断歩道で譲ってくれるなど思いやりがある
• 津波など大きな災害が少なく安心して暮らせる　／等



十和田市のよくなってほしいと思うところ（きらいなところ）（主な意見）
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ごみ・環境問題
• ポイ捨てが多い、祭りや公園にごみが残る

• ゴミ箱が少なく、道や施設にごみが散乱してい

る

• ごみ拾いをする人が少ないため、街が汚れて

見える

• 自然を守り、木や花を増やして環境を豊かにし

てほしい

商業・施設の不足
• 大型ショッピングモールやデパートが少ない

• ディスカウントストア・飲食店・ファストフードの

人気チェーン店がない

• 映画館、ゲームセンター、遊園地、水族館など

娯楽施設が不足

• 商店街がシャッター街化していて寂しい雰囲気

公園・遊び場の不足
• 公園の数が少なく、遊具も不足している

• 子供や中高生が遊べる施設が少ない

• 屋内で遊べる場所やアスレチック施設が欲し

い

• ドッグランや広い運動場なども求められている

交通・インフラの不便さ
• 電車や新幹線がなく、移動手段が車やバスに

限られる

• 道路や歩道が凸凹で狭く、整備が不十分

• 信号が多すぎたり事故が起きやすい場所があ

る

• 八戸や青森に行く道路をもっと便利にしてほし

い

学校・公共施設
• 学校の校舎が古い、体育館や家庭科室にエア

コンがない

• 西小学校のプールを続けてほしいという声

• 学業に専念できる施設や図書館を増やしてほ

しい

社会・暮らし
• 人口が少なく、若者が減っている

• 犯罪や事故、不審者がいることへの不安

• 挨拶をしない人がいる、地域の交流が少ない

• 高齢者や子育て世代が住みやすい環境を整

えてほしい　／等



十和田市をよりよいまちにするために、できること・思いつくこと（主な意見）

207

環境・ごみ対策
• ポイ捨てをなくす、落ちているごみを拾う

• ゴミ箱を増設、公園や自販機の近くに設置

• ごみ拾い活動やボランティアを活発にする

• リサイクルや分別を徹底し、きれいな街に

する

• 自然を守り、木や花を増やして環境を豊か

にする

商業・娯楽施設の充実
• 大型ショッピングモール、映画館、遊園地、

水族館、動物園などを建設

• ディスカウントストア・アニメ店など人気

店の誘致

• 公園や運動場、アスレチックなど子どもが

遊べる施設を増やす

• 若者や大人も楽しめる施設を整備

■イベント・文化
• 祭りやイベントを増やし、地域交流を活発

にする

• 十和田湖や奥入瀬渓流など観光資源をもっ

とPR

• 全国から人が集まるような大きな祭りやコ

ンサートを開催

• 十和田市の魅力を伝えるCMやポスターを作

る

暮らしやすさ・福祉
• 子育て支援（子どもを産んだ人への大きな

メリット、子育て施設の充実）

• 病院や医療設備を増やす

• 高齢者や困っている人を助ける仕組みを整

える

• 不登校やいじめをなくす取り組み

• 点字ブロックやスロープを増やし、誰でも

暮らしやすい街に

■交通・インフラ

• 電車の復活、駅の新設

• バスの本数を増やす、道路を広く整備する

• 安全な交通環境（信号無視や危険運転の防

止）　／等



「第３次十和田市総合計画」の策定の参考とするため、市内中学校の2年生の意見を聴取する。

中学生向けアンケート調査

調査の概要

調査目的

市内中学校の2年生全員を対象として、学校備え付けタブレットを通じて回答。調査対象・方法

令和7（2025）年 ⽉ ⽇8 25 （月） ⽉ ⽇〜9 29 （月）調査期間

回収数 対象者総数 有効回答数 有効回答率

466件 375件 80.5％
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十和田市への愛着 十和田市の住みやすさ

住みやすい

34.4%

どちらかと言えば

住みやすい

45.9%

どちらとも言えない

13.3%

どちらかと言えば

住みにくい

5.3%
住みにくい

1.1%

愛着を感じている

32.3%

やや愛着を感じて

いる

41.9%

どちらとも言えない

18.7%

あまり愛着を感じて

いない

4.5% 愛着を感じてい

ない

2.7%

(n=375)

定住意向

住み続けたい

19.7%

どちらかと言えば

住み続けたい

44.0%

どちらかと言えば

住みたくない

26.9%

住みたくない

9.3%



十和田市で誇れるもの
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65.8%

58.5%

48.5%

24.8%

21.6%

15.4%

14.0%

12.9%

8.1%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

官庁街通り

十和田湖

奥入瀬渓流

十和田市現代美術館（アート広場）

体育施設（総合体育センター、志道館、高森山球技場、こまかいどーむ など）

有名な建築家の建物（図書館、とわふる、トワーレ など）

十和田の野菜（にんにく、ねぎ、長いも、ごぼう など）

八甲田山

馬事公苑（駒っこランド）

稲生川

(n=371)



十和田市の魅力と感じる点（主な意見）
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自然・環境の豊かさ
• 十和田湖、奥入瀬渓流、八甲田山などの美しい自然景観
• 桜並木や四季折々の風景が楽しめる
• 空気や水がきれい、災害が少ない安心感
• 農産物（りんご、ごぼう、にんにく、長芋など）が豊富で美味しい

芸術・文化
• 十和田市現代美術館や街中のアート作品
• 官庁街通りの美しい街並みと桜並木（日本の道100選）
• 芸術を活かしたまちづくりが魅力的

行事・イベント
• 秋祭り、花火大会、流鏑馬など伝統的で迫力ある祭り
• 地域の人が参加するイベントが多く、にぎわいを感じられる

食の魅力
• バラ焼き、馬刺し、ラーメン、焼肉、餃子など美味しい料理が豊富
• 野菜や果物など地元食材の味が良い
• 源たれなど特産品が有名

暮らしやすさ・人の温かさ
• 人が優しく、治安が良い
• 公園や勉強できる施設が多く、住みやすい環境
• 都会すぎず田舎すぎない「ちょうど良い」街の規模　／等



十和田市の魅力と感じない点（主な意見）
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娯楽・遊び場の不足
• 遊ぶ場所が少ない（映画館、遊園地、ゲーム

センター、漫画喫茶などが不足）

• 若者や子ども向けの施設が少なく、友達と気

軽に集まれる場所がない

• 屋内で遊べる施設やアスレチック、スポーツ施

設が不足

• イベントが少なく、街に活気がない

商業・店舗の不足
• 大型ショッピングモールやデパートがない（下

田や八戸まで行かないと買い物できない）

• カフェ、飲食店、ファッション店、アニメ店などの

人気チェーン店がない

• 飲食店やスイーツ店が少なく、バリエーション

が乏しい

• 商店街がシャッター街化していて閉店が多い

交通・インフラの不便さ
• 電車がなく、バスの本数が少ない・料金が高い

• 車以外の移動手段が乏しく、郊外から市街地

へのアクセスが不便

• 道路や歩道が凸凹で危険、街灯が少なく夜道

が暗い

景観・施設の問題
• 空き家や古い建物が多く、街並みに活気がな

い

• 無駄な建物や使われていない施設が多い

• 公園や遊具が少なく、整備が不十分

• トイレが汚い、ゴミ箱が少ないなど生活環境面

の不満

社会・暮らし
• ポイ捨てやゴミが多い、マナー違反が目立つ

• 治安が悪いと感じる場面がある、不審者の存

在

• 人口減少や高齢者中心の街づくりで若者向け

の施策が不足

• 「田舎すぎる」「何もない」と感じる声が多い　

／等



十和田市の10年後のまちの姿
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これからのまちづくりに必要な視点

54.3%

35.8%

35.3%

31.0%

28.6%

25.4%

18.4%

15.0%

11.2%

10.4%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

充実した子ども時代を過ごせるまち

観光施設やイベントの充実したまち

十和田湖や奥入瀬渓流、現代アートを活かした観光のま

ち

自然環境や歴史的資源を活かした個性あるまち

生涯学習やスポーツの盛んなまち

医療・救急体制や防災体制の整ったまち

道路など地域基盤の整備されたまち

健康と福祉の充実したまち

商工業の充実したまち

コミュニティ活動が盛んなまち

農林畜産業の盛んなまち

(n=374)

59.9%

54.5%

54.3%

52.4%

45.5%

28.3%

26.5%

23.0%

20.6%

18.2%

12.0%

7.5%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

少子化対策

快適性

にぎわい

都市としての持続可能性

安全性

知名度向上

利便性

デジタル化・ＤＸ

生きがい

やすらぎ

循環型社会

転入・Ｕターン促進

市民参画・協働

(n=374)



住み続けたい理由
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住み続けたくない理由



十和田市をよりよいまちにするために、できること・思いつくこと（主な意見）
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商業・娯楽施設の充実
• 大型ショッピングモールやデパートの建設

• カフェ、飲食店、ファストフード、ゲーム

センターなどの人気チェーン店の誘致

• ゲームセンター、映画館、遊園地、トラン

ポリン施設など子どもから大人まで楽しめ

る施設の増設

• アーケード街やシャッター街の復活・有効

活用

交通・インフラ整備
• 電車の復活や駅の新設

• バスの本数増加、料金の見直し

• 道路や歩道の整備（舗装、街灯、信号機の

設置など）

• 郊外と市街地を結ぶ交通網の改善

環境・自然保護
• ポイ捨て防止、ゴミ拾い活動の推進

• ゴミ箱の増設、リサイクルの徹底

• 自然を守りながら魅力を発信（奥入瀬渓流

や十和田湖のPR強化）

• 緑を増やし、環境保全活動を活発化

イベント・文化振興
• 夏祭り・秋祭り・花火大会などイベントの

拡充

• 十和田の歴史や文化を伝える博物館の建設

• 「十和田のいいところポスターコンクー

ル」など市民参加型企画

• 国際交流の場を設け、観光客や外国人との

交流を促進

福祉・暮らしやすさ
• 子育て支援（出産時の補助金、産婦人科の

増設）

• 学生や若者が勉強・交流できるスペースの

整備（軽食付き学習施設など）

• 高齢者だけでなく学生や若者も楽しめる取

り組み

• 安全性向上（不審者対策、夜道の街灯増設、

治安維持）　／等



「第３次十和田市総合計画」の策定の参考とするため、市内高校の2年生の意見を聴取する。

高校生向けアンケート調査

調査の概要

調査目的

市内高校の2年生全員を対象として、学校備え付けタブレットを通じて回答。調査対象・方法

令和7（2025）年 ⽉ ⽇8 25 （月） ⽉ ⽇〜9 29 （月）調査期間

回収数 対象者総数 有効回答数 有効回答率

518件 473件 91.3％
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十和田市への愛着

愛着を感じている

17.5%

やや愛着を感じて

いる

38.5%

どちらとも言えない

24.5%

あまり愛着を感じて

いない

10.1%

愛着を感じていない

9.3%
(n=473)

18%

22%

8%

38%

45%

26%

25%

18%

38%

10%

9%

13%

9%

7%

15%
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=
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n
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4
)

愛着を感じている やや愛着を感じている どちらとも言えない あまり愛着を感じていない 愛着を感じていない



十和田市の魅力と感じる点（主な意見）

216

自然の魅力
• 十和田湖・奥入瀬渓流・八甲田山など豊

かな自然
• 桜や四季の美しい景観、空気や水がきれ

い
• 農産物（りんご・にんにく・野菜）が美味し

い
• 災害が少なく、静かで落ち着ける環境

芸術・文化
• 十和田市現代美術館や街中のアート作

品
• 官庁街通りの美しい街並みと桜並木
• 流鏑馬や秋祭り、花火大会など伝統行事

が盛ん
• 三本木小唄や南部切田神楽など地域文

化

食の魅力
• バラ焼き、源たれ、ラーメン屋など美味し

い食べ物が豊富
• 古い飲食店や自営業の店に温かみがあ

る
• ご飯や野菜・肉など地元食材が美味しい

街並み・施設
• 官庁街通りの整然とした街並み、碁盤の

目状の道路で迷いにくい
• 図書館や交流施設がきれいで充実
• 公園やスポーツ施設が多く、住みやすい

環境
• スーパーや最低限の商業施設が揃って

いて生活に困らない

人・暮らし
• 人が優しく温かい、治安が良い
• 穏やかで平和な町並み
• 都会すぎず田舎すぎない「ちょうど良い」

バランス　／等



十和田市の魅力と感じない点（主な意見）
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娯楽・遊び場の不足
• 遊ぶ場所が少ない（カラオケ・ゲームセンター・

映画館・ショッピングモールなどが不足）

• 若者向けの施設やカフェが少ない

• 友達と集まれる場所が限られている

• イベントや子ども向けの遊び場も少ない

商業施設・店舗の不足
• 大型ショッピングモールやデパートがない（下

田や八戸まで行かないと買い物できない）

• カフェ、飲食店、ディスカウントストア、デパート

などの人気チェーン店がない

• 商店街がシャッター街化していて閉店が多い

• 魅力的な飲食店や今どきのお店が少ない

交通・アクセスの不便さ
• 電車がない､バスの本数が少ない､運賃が高い

• 車以外の移動手段が乏しい

• 都市部へのアクセスに時間とお金がかかる

景観・施設の問題
• 空き家や古い建物が多く、街並みが寂しい

• 歩道や道路がボコボコで危険、舗装が不十分

• 公共施設や体育館などが不足、設備が古い

• 官庁街通りは評価が高いが、脇道は景観が質

素でバランスが悪い

■行政・運営への不満
• トワーレやトワフルなど「市民に役立たない施

設」に税金を使っていると感じる

• 美術品や観光向けの施設ばかりで、市民が喜

ぶものが少ない

• ゴミやポイ捨てが目立ち、祭り後の清掃が不

十分

■その他
• 馬糞の匂いなど生活環境面での不快感

• 熊の出没など安全面の不安

• 過疎化・少子高齢化が進んでいる　／等



生活環境の満足度
（「満足」+「まあ満足」の多い順）

218

生活環境の重要度
（「重要」+「まあ重要」の多い順）



生活環境の満足度・重要度（関係図）
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十和田市の10年後のまちの姿
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これからのまちづくりに必要な視点

49.7%

40.7%

33.0%

31.6%

27.3%

24.9%

16.4%

16.0%

11.9%

11.7%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

充実した子ども時代を過ごせるまち

十和田湖や奥入瀬渓流、現代アートを活かした観光のまち

観光施設やイベントの充実したまち

自然環境や歴史的資源を活かした個性あるまち

生涯学習やスポーツの盛んなまち

医療・救急体制や防災体制の整ったまち

道路など地域基盤の整備されたまち

健康と福祉の充実したまち

商工業の充実したまち

コミュニティ活動が盛んなまち

農林畜産業の盛んなまち

(n=469) 52.9%

51.4%

48.4%

45.4%

42.3%

41.0%

23.8%

23.6%

20.0%

18.9%

15.5%

15.1%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

都市としての持続可能性

快適性

少子化対策

利便性

にぎわい

安全性

生きがい

やすらぎ

転入・Ｕターン促進

デジタル化・ＤＸ

循環型社会

知名度向上

市民参画・協働

(n=471)



卒業後の進路
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進学

61.9%

就職

28.5%

まだ決めていない

9.5%

(n=473)

出たい

80.8%

出たくない

19.2%

(n=473)

市外

12.6%

東京を除く県外

71.2%

東京

16.2%

(n=382)

市外・県外
転出意向

転出希望先



定住意向
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Ｕターン意向

住み続けたい

7.8%

どちらかと言えば

住み続けたい

36.4%どちらかと言えば

住みたくない

39.3%

住みたくない

16.5%

(n=473)

戻りたい

22.6%

戻りたくない

18.2%

まだ決めていない、

わからない

59.2%

(n=473)



住み続けたい理由

223

住み続けたくない理由



将来の十和田市において、何があれば戻ってきたいか（主な意見）
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交通・生活基盤について
• 商業・買い物環境

• 大型ショッピングモールやデパートの整

備

• ブランド店やカフェなど人気チェーン店の
誘致

• 安くて気軽に利用できる店や飲食店の充
実

• 一日中過ごせる複合商業施設の希望

娯楽・遊び場について
• カラオケ、ゲームセンター、テーマパーク

など娯楽施設の増加
• 大人も楽しめるアクティブな遊び場
• 子どもが体を動かせる公園やプールなど

の整備
• 街中に気軽に立ち寄れる遊び・休憩ス

ペース

交通・利便性について
• 電車の復活や整備、駅の新設

• バスの本数増加、二次交通の利便性向

上

• 公共交通機関の充実による移動のしや

すさ

暮らし・支援について
• 子育て支援や福祉の充実

• 安定した生活基盤（仕事・収入・住環境）

• 就職できる大企業や働き口の確保

その他の意見
• 十和田市が「都会的」になれば戻りたい

という声

• 活気ある街づくり、文化センターの充実　

／等

※ 「何があっても戻りたくない」「特にない」

という否定的な意見も一部存在



十和田市をよりよいまちにするために、できること・思いつくこと（主な意見）
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交通・生活基盤
• バスの本数を増やす、運賃を安くする、無

償化などの要望

• 電車の復活や駅の新設を望む声

• 通学路の除雪を徹底してほしい（高校生の

遅刻防止）

• 歩道や道路の整備（舗装・除草・信号増設

など）

商業・娯楽施設
• 映画館、ゲームセンター、スポーツ、漫喫

など若者が楽しめる施設の設置

• カフェや飲食店などチェーン店の誘致

• 大型商業施設やデパートの建設、空き店

舗・空き家のリノベーション活用

• シャッター街の復活・活性化

学生・子ども向け環境
• 自由に勉強できる場所やカフェの整備

• 中高生や子どもが遊べる場所を増やす（運

動場、公園、プリ機など）

• 学生に優しい政策（給付金、優遇制度な

ど）

地域活性化・魅力発信
• 十和田市の良さをPR（InstagramなどSNSで

発信）

• 地元学校と市が協力して活動し、地域の変

化を楽しめる仕組みづくり

• 伝統芸能やアートを街中に広げる取り組み

• 高齢者の力を活かした地域活性化

人口・暮らし
• 子どもを増やすための少子化対策、育児金

の援助

• Ｕターン政策や移住者優遇で人口減少に対

応

• 建物を増やす、空いた土地を有効活用

• 生活環境の基盤整備（トイレや施設の快適

化、エアコン設置など）　／等



十和田市への愛着
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小・中・高生横断的分析

※小学生は「好き」、「どちらかといえば好き」、「どちらともいえない」、「どちらかといえば嫌い」、「嫌い」で回答



定住意向
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小・中・高生横断的分析

※小学生は、大人になっても十和田市に「住みたい」「住みたくない」「わからない」で回答し、「住みたい」を「ずっと住み続けたい」、
「住みたくない」を「できれば転出したい」としてカウントした。

※中学生、高校生は、「住み続けたい」「どちらかといえば住み続けたい」「どちらかといえば住みたくない」「住みたくない」で回答し、
前者2つの合計を「ずっと住み続けたい」、後者2つの合計を「できれば転出したい」としてカウントした。

71.4%

52.1%

63.7%

44.2%

1.4%

8.0%

9.7%

36.3%

55.8%

19.1%

38.2%
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一般（n=1,056)

小学生（n=403）

中学生（n=375）

高校生（n=473）

ずっと住み続けたい 一時的に転出するが､将来的には戻りたい できれば転出したい わからない



これからのまちづくりに必要な視点
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小・中・高生横断的分析

59.9%

54.5%

54.3%

52.4%

45.5%
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26.5%

23.0%

20.6%
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23.6%

15.5%
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少子化対策

快適性

にぎわい

都市としての持続可能性

安全性

知名度向上

利便性

デジタル化・ＤＸ

生きがい

やすらぎ

循環型社会

転入・Ｕターン促進

中学生（n=374） 高校生（n=471）



「第３次十和田市総合計画」の策定の参考とするため、市内に立地する北里大学の大学生の意見を聴取する。

大学生向けアンケート調査

調査の概要

調査目的

北里大学の大学生全員を対象として、ウェブフォームから入力。調査対象・方法

令和7（2025）年 ⽉ ⽇8 25 （月） ⽉ ⽇〜9 29 （月）調査期間

回収数 対象者総数 有効回答数 有効回答率

1,122件 213件 19.0％

学年 性別
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出身地

十和田市外（青森県内）

十和田市外（青森県外） 十和田市外（青森県外）

十和田市外（青森県内）

就職で希望する地域

4.7％
（10）
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希望する就職地を選んだ理由
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【その他の回答例】

• 関東圏で就職先を決めようと思っていたから　東京に
ある実家から近いから

• スキルを身につける上で経験ある人の数が多いから
• 奨学金を借りたから
• 交通機関が多いから



就職先を決めるときに重視すること（3つまで）
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【その他の回答例】

• 都内であること
• スキルを上げられそうか



将来就きたいと思っている仕事（3つまで）
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【その他の回答例】

• 人材系
• 研究
• 研究職
• スポーツインストラクター、企業野球
• ペット関係



234

十和田市を離れた場合の十和田市との関わり方

十和田市を離れた場合も
積極的に十和田市と関わり続けたい

0.5％
（1）

十和田市を離れた場合も
時々十和田市と関わり続けたい

特に興味はない

その他

どのような形で十和田市との関わりを持ちたいか

234

【その他の回答例】

• 観光
• バイト先に遊びにいく



十和田市を好きか

好きではない

あまり好きではない

どちらとも言えない

235



十和田市の好きなところ

236

【その他の回答例】

• 人が優しい
• お世話になった地域の方がたくさんいる
• 運転がしやすい
• 野菜などが美味しい
• 十和田湖がある
• 勉強に集中できる
• 物価高政策
• 趣味のグッズが残っていることが多い
• 八戸辺りに行けば釣りができる
• 海が近い



どうなると十和田市のことをもっと好きになれそうか

237

【その他の回答例】

• 八戸駅までの直通バスを運行して欲しい
• 交通の便を良くしてほしい
• 電車が欲しい
• 観光における交通の便や店の種類などを考えればもっと寄りたいと思えると思います
• チェーン店で良いので、サイゼリヤや、コメダ珈琲などの飲食店を増やして欲しい
• チェーン店のカフェが増えると嬉しい
• カフェ（チェーン）ができてほしい
• ふるさと納税の食品を増やして欲しい
• 地域の方と交流できる場がほしい
• 街灯付けてほしい
• ジムを増やして欲しい
• 人口増えて欲しい



将来的に、十和田市に定住したいと思うか

どちらかといえば
定住したいと思う

定住したいと思わない

定住
したい

あまり定住したいと
思わない
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定住したいと思う理由（n=14）
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定住したいと思わない理由（n=199）

240

【その他の回答例】

• 雪
• 雪が降るから
• 雪が嫌
• 冬が寒いから
• 知り合いが少ないから
• 友達がいない十和田市はつまらない
• 子供は選択肢の多い都会で育てたいから
• 秋になると毛虫が大量発生するから

• 雪が降るから 
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自然
• 十和田湖、奥入瀬渓流など豊かな自然が近くにある
• 四季がはっきりしていて空気や空がきれい
• 馬や動物との距離が近い、匂いを感じることもある
• 田舎で静か、心が落ち着く環境

芸術・文化
• 十和田市現代美術館が有名で「芸術のまち」として知られる
• 流鏑馬や祭りなど伝統文化も盛ん
• 芸術と自然が融合した街並み

食べ物
• バラ焼きが名物で「飯が美味しい」と評判
• おしゃれな飲食店やご飯屋さんも増えている
• にんにくの産地としても知られる

人・暮らし
• 人が優しくて民度が高い、治安が良い
• 図書館や公共施設がきれいで勉強に集中できる環境
• 徒歩圏内で生活に必要なものは揃うが、娯楽は少ない
• 車がないと交通は不便、バスの本数も少ない

街の雰囲気
• 静かで平和、せかせかした雰囲気がない
• 自然と利便性が共存しているが、都会的な娯楽は少ない
• 「なんもない」と言われることもあるが、住みやすい　／等

十和田市を知らない友人等に十和田市を紹介するとき、
「どのようなまち（十和田市のイメージやシンボルについて）」と紹介したいか

（主な意見）

【まとめ】

十和田市は「自然と芸術に恵まれ、
食べ物が美味しく、人が温かい静
かな田舎町」のイメージ。

交通や娯楽面では不便さがあるも
のの、落ち着いて暮らすことがで
き、学業に専念するには最適な環
境と捉えられている。



242

十和田市を知らない友人等に十和田市を紹介するとき、
「どのようなまち（十和田市のイメージやシンボルについて）」と紹介したいか



243

十和田市を知らない友人等に十和田市を紹介するとき、
「どのようなまち（十和田市のイメージやシンボルについて）」と紹介したいか
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交通・アクセス
• 八戸駅、新青森駅、七戸十和田駅、三沢方面への

アクセス改善
• バスの本数を増やす（循環バスや直通便、15〜30

分に1本など）
• 電車の導入を望む声も多い
• 冬場や車を持たない人にとって交通の不便さが大

きな課題
• レンタルサイクリングや乗り合いタクシーの整備

希望

商業施設・買い物
• 大型ショッピングモールの誘致（スーパー、100均、

TSUTAYA、フードコート、服屋、美容室など）
• 下田イオン並みに充実した店舗を十和田にも欲し

い
• 本屋が少ないことへの不満
• 徒歩圏内で買い物が完結できる環境を希望

カフェ・飲食店
• スターバックスやタピオカ店、コメダ珈琲など

チェーン店の誘致
• 24時間営業や夜遅くまで開いているカフェ・飲食

店が欲しい
• ファミレス（サイゼリヤ、ステーキ宮、牛丼

チェーンなど）の不足
• 学生が集まれる勉強スペースや自習室の設置希望

あなたにとって住み続けたい、魅力ある十和田市になるためのアイデアなど
（主な意見）

【まとめ】

十和田市に求められているのは、

「交通の利便性向上」
「商業・娯楽施設の充実」
「学生や若者が過ごしやすい環境づくり」
「治安・生活インフラの改善」

        など

娯楽・文化
• カラオケ、ボウリング、映画館、ゲームセンター

など娯楽施設の不足
• 自然を活かした大きな公園やサイクリングロード

の整備
• 馬のイベントや芸術活動を街全体に広げてほしい
• 美術館の作品数を増やすなど文化的魅力の強化

暮らし・安全
• 治安維持のため交番に警察官を常駐させてほしい
• 夜道が暗いので街灯を増やしてほしい
• プラごみ収集の頻度改善
• 若者が働きたいと思える施設や雇用の創出
• 人口増加への努力や定住促進策　／等
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あなたにとって住み続けたい、魅力ある十和田市になるためのアイデアなど
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あなたにとって住み続けたい、魅力ある十和田市になるためのアイデアなど



「第３次十和田市総合計画」の策定の参考とするため、市のホームページを通じて市民から広く意見を募集する。

意見募集フォーム

調査の概要

調査目的

市民全般を対象として、市のホームページに掲載したアンケートフォームから入力。（QRコードも記載）調査対象・方法

令和７（202５）年 ⽉ ⽇10 1 （水） ⽉ ⽇〜11 30 （日）調査期間

意見提出 提出件数 フォームへのアクセス件数

40件 335件
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• アクセスはスマホ・PCがほぼ半々であるが、回答は9割がスマホとなっている。



性別（n=35）
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年代（n=35） 居住年数（n=35）

15年以上
20年未満

1年以上5年未満

10年以上
15年未満



意見の分野（n=40）
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【その他の回答例】

• 企業誘致について
• 若者支援について
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主な意見

出産・子育て支援
• 出産・育児で働けない場合にも 奨学金返還支援制度を利用できるようにしてほしい。
• 出産直後は支援があるが、その後は児童手当しかなく不安。
• 市内で分娩できる施設がなく、妊婦健診や出産を市外で行う負担が大きい。セミオープンシステム導入を希望。
• 屋内遊び場が不足。雨や雪の日でも遊べる施設（例：三沢市「そらいえ」、岩手「いわてこどもの森」）を望む。
• 図書館隣接型の親子向け屋内施設を希望。子供用の小さいトイレの設置を要望。
• 学校施設の老朽化・少子化を踏まえ、小中一貫校の導入を希望。
• 子どもの権利条例の制定と救済機関の設置を求める。

自然・観光・文化
• 奥入瀬渓流周辺の自然保護を強化し、世界遺産登録へ向け条例を制定してほしい。
• 自然とアートを連携させ、観光客の滞在・消費を促す仕組みを構築。
• 美術館の市民利用を拡充し、観光偏重から教育・交流の場へ見直しを希望。
• 街全体をアート化（トリックアート、障害者アートなど）して観光資源に。
• 商店街シャッターアートや「水玉コスプレの日」などイベント提案。
• 市キャラクターを活用した土産品開発（もなかアイス、焼印菓子など）。
• 人気キャラクターとのコラボで観光力を向上。

交通・都市基盤
• バス本数が少なく不便。オンデマンド交通の導入を希望。
• 循環バスの範囲拡大（観音寺など市端部も含めてほしい）。
• 道路の穴や歩道の除草不足で危険。
• 信号のない横断歩道に街灯設置を要望。
• 下水道更新費を料金に反映し、市の持ち出しを削減すべき。人口密度の低い地域は浄化槽へ移行検討。
• 倒壊の恐れある廃屋への強い指導・行政代執行を希望。
• 空き家を移住促進や地域拠点に活用。

医療・福祉
• 難病患者への支援金や交通費助成を希望。中央病院に難病対応医師を配置してほしい。車椅子利用者や免許を持たない高齢者が暮

らしやすい環境を望む。認知症や障害への正しい知識を広め、助け合える地域性を実現。
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主な意見

環境・生活
• ゴミ問題：町内会費を払わない人もゴミ小屋を利用できる不公平感。市による分別不十分ゴミの回収を希望。
• イベント時のゴミ捨て場設置を要望。八戸市のようにボランティア用ゴミ袋を無料配布してほしい。
• カラス・ムクドリ被害が深刻。巣のある木を伐採してほしい。

経済・雇用
• コストコや製造工場などの企業誘致で雇用創出を希望。
• 北里大学生や高校生が定住できる政策を。独身や子供のいない夫婦も支援対象に。
• 農業をスマート農業やアート連携で高付加価値化。

行政・制度
• 災害対応が融通が利かないと感じる。改善を希望。
• アンケートで性別を自由記述できる欄を設けてほしい（ノンバイナリー対応）。
• 公共施設の申請を簡素化し、当日利用や中高生の学習スペースとして活用できる仕組みを。 ／等
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提出された意見一覧



253

提出された意見一覧
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提出された意見一覧
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提出された意見一覧
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提出された意見一覧
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提出された意見一覧
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提出された意見一覧
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８．市長インタビュー
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市長インタビュー

調査の概要

第3次十和田市総合計画の策定にあたり、十和田市が目指す将来像や今後重点化していきたいこと等について、市
長の考えやアイデアを聞き出す。

調査目的

市長室においてインタビュー形式で実施調査対象・方法

令和7（2025）年 ⽉10 １ ⽇4 （火）16:00～17:00調査期間

テキストマイニングによるまとめ
（共起ネットワーク図）

将来像に対する考え方

・「ひとりひとりの笑顔」につながるまちにしたい。多様な人がい

る中で、支え合いを通してみんなにとって住みやすいまちとなる

よう、仕事や生活の在り方を考えたい。高齢者も障がい者も、働

く意欲がある人が働ける環境を整え、社会とのつながりをつくり、

地域に貢献している気持ちを持てる社会。そのための地域コミュ

ニティの支援や伝統・文化の継承にも力を入れたい。

・人口移動を広域でとらえ、戦略的に子育て支援を充実することで、

出産後の十和田市への転入を促進することも考えられる。

■ 今後重点化していきたいこと

・観光資源を活用したシティプロモーションに力を入れ、十和田産

品を売り出していくことで、知名度を高め、市として稼いでいく。

・奥入瀬渓流の丸ごと博物館化など、豊富な自然観光資源を生かし、

国のモデル事業も活用しながら、滞在型観光を促進する。

・水が豊かであること、新幹線駅や空港に近接していること、災害

に強いことなどを強みとしてアピールし、企業誘致にもつなげる。

・市民自体に十和田のまちがよいと思ってもらうことが重要。職員

も一人ひとりが市の魅力を発信できるようにする。
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９．職員アンケート調査
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強みと
改善（克服）すべき課題・弱み

60.2%（80）

43.6%（58）

15.0%（20）

24.1%（32）

32.3%（43）

39.8%（53）

22.6%（30）

9.0%（12）

41.4%（55）

47.4%（63）

36.8%（49）

13.5%（18）

9.8%（13）

12.0%（16）

26.3%（35）

31.6%（42）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

産業振興

子育て・教育

健康・福祉

生涯学習・文化・スポーツ

安全・安心

環境

都市基盤

自治体経営

魅力・強み

課題・弱み

（n=133）
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職員向けアンケート調査

調査の概要

第3次十和田市総合計画の策定にあたり、職員が考える十和田市の魅力・強みや課題・弱みとそれを踏まえて今後目
指すべきまちの姿、総合計画の活用状況、長期的な視点で今後実施してみたいことなどについて調査する。

調査目的

十和田市役所で働く全職員を対象とし、Webのアンケートフォームにより入力。調査対象・方法

令和7（2025）年 ⽉10 １ ⽇0 （金） ⽉ ⽇〜10 24 （金）調査期間

回答数 配布数 有効回答数 有効回答率

４２１件 133件 31.6％

性別 年代
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職種 職位

その他（保健師・栄養士等）
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み【主な意見】
自然・観光資源の活用

• 豊富な観光資源：十和田湖、奥入瀬渓流、現代美術館など全国的に知名度のある自然・文化資産が多数。
• 観光産業の強化：観光客が訪れるだけでなく、周辺で消費を促す仕組み（飲食・買い物施設など）の整備が必要。
• 自然環境の保全：景観保護やメガソーラーなどによる自然破壊への懸念もあり、持続可能な観光開発が求められている。
• アートとの融合：自然と現代美術館などのアート資源を組み合わせた観光戦略の推進。

農業・一次産業の振興
• 農産物の魅力発信：にんにく、長芋、米などの特産品のブランド化と市外への発信強化。
• 農業経営支援：世代交代や所得安定のための施策、加工業との連携、就農支援の充実。
• 農業と観光の連携：地元産品を観光資源として活用し、地域経済の循環を促進。

商業・雇用・経済活性化
• 企業誘致と雇用創出：地元に働く場が少ないため、中小企業支援や市職員による経営指導などの提案。
• 商店街・アーケードの再興：既存の市街地資源を活かした商業活性化。
• 飲食店支援：市外からの関心も高いため、開業支援や多様な店舗誘致の必要性。
• ふるさと納税の活用：地域資源の魅力を発信し、財政基盤の強化へ。

子育て・教育環境子
• 育て支援の充実：保育料無償化、待機児童ゼロ、保育園・教育機関の整備など。
• 教育機会の豊富さ：小中高大が揃っており、地域を生かした教育が可能。
• 若者定住促進：子育てしやすい環境づくりが人口減少対策に直結。
• 民間サービスとの連携：買い物や食事など生活利便性も含めた支援が求められている。

安全・安心な暮らし
• 災害の少なさ：自然災害が少なく、セーフコミュニティ認証も取得している。
• 住みやすい都市構造：碁盤の目の街並み、コンパクトシティ、整備されたインフラ。
• 治安の良さ：犯罪が少なく、安心して暮らせる環境。

医療・福祉・高齢者支援
• 医療施設の充実：市立病院や介護施設が豊富で、安心して医療・福祉を受けられる。
• 高齢者支援：健康的に働ける環境づくりや介護サービスの充実。
• 病院経営の安定化：中央病院の財政健全化への関心。

文化・芸術・スポーツ
• アート・文化の拠点化：現代美術館や著名建築家による施設を活かした都市景観づくり。
• スポーツ振興：サッカーを中心に、相撲場や野球場などの施設整備と活用。生
• 涯学習・市民活動：文化・歴史・スポーツを通じた豊かな暮らしの実現。

都市整備・インフラ
• 交通アクセスの改善：高規格道路の整備や都市計画道路の見直し。
• インフラの充実：平地の土地活用、公共施設の整備、生活圏の集約化。／等
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後伸ばして（活かして）いくべき魅力・強み
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今後改善（克服）すべき課題・弱み【主な意見】
出産・子育て支援

• 産科・分娩施設の不足：市内に産科医・分娩施設がなく、妊婦が市外へ通院・出産せざるを得ない状況。妊婦健診だけでも市内で
受けられる体制の整備が求められている。

• 子育て支援の強化：保育料・給食費の無償化、短時間預かりの充実、屋内遊び場の整備など、経済的・環境的支援が不十分との声。
• 少子化対策：若者の流入促進、子育て世帯への負担軽減、出産を促す政策の必要性。

教育・若者支援
• 教育環境の整備：教育予算の拡充、家庭教育力の向上、進学校の実績強化、社会に出るまでを見据えた教育体制の構築。
• 若者の流出防止：進学後のUターン促進、起業・就農教育の導入、若者が楽しめる施設や活動場所の整備。

雇用・産業・経済活性化
• 働き口の不足：若者が望む就職先が少なく、求人倍率は高いがミスマッチが多い。企業誘致や雇用創出が急務。農業・観光の融

合：農業体験や特産品のブランド化による観光との連携強化。
• 地元産業の支援：中小企業への営業支援、ふるさと納税の活用、市独自ブランドの発信。

医療・健康・福祉
• 医療体制の課題：診療科目の偏り、産婦人科の欠如、中央病院の経営悪化。医師確保と診療科バランスの見直しが必要。
• 健康寿命の延伸：食育、運動促進、自殺対策、短命県返上への取り組み。
• 高齢者支援：介護サービスの充実、健康管理による長期就労支援。

交通・インフラ整備
• 交通網の脆弱さ：高速道路・空港・新幹線駅などのアクセスが弱く、公共交通の本数・連携も不十分。
• インフラの老朽化と空洞化：道路整備、空き家対策、都市再開発の必要性。
• コンパクトシティ構想：効率的な都市機能の集約と住みやすさの向上。

自然・環境・観光
• 観光資源の活用不足：奥入瀬渓流・十和田湖などの魅力があるが、経済効果が地域に還元されていない。
• 自然環境の保全：熊対策、災害対応力の強化、景観保護への意識向上。
• 観光振興と課題：観光には予算がかかるが、地域経済の柱として強化すべきとの意見。

行政・財政・まちづくり
• 病院経営の改善：市立病院の赤字、医師確保、診療科の再編などの課題。
• 行政の効率化と職員の質向上：専門性・やる気の向上、デジタル化の推進。
• 財政基盤の強化：物価高への対応、収支構造の見直し、ふるさと納税の活用。

文化・スポーツ・娯楽
• 若者向け施設の不足：10〜20代が過ごせる場所が少なく、娯楽施設やレクリエーションの充実が求められている。
• スポーツ振興：相撲場やサッカーグラウンドの活用、イベント開催による地域活性化。
• 文化の継承と発信：伝統文化の保存、アート・建築資産の活用。／等
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今後改善（克服）すべき課題・弱み
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今後改善（克服）すべき課題・弱み
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今後改善（克服）すべき課題・弱み
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今後改善（克服）すべき課題・弱み
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今後改善（克服）すべき課題・弱み
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今後改善（克服）すべき課題・弱み
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今後改善（克服）すべき課題・弱み
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改善（克服）すべき課題・弱み
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改善（克服）すべき課題・弱み
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十和田市が今後目指すまちの姿【主な意見】
出産・子育て
• 支援産科医・分娩施設の不在：市内で出産できない現状は少子化に直結する深刻な課題。産科医の確保と分娩施

設の整備が急務。
• 子育て環境の充実：保育料無償化、遊び場の整備、短時間預かりの選択肢など、子育て世帯への支援強化が求め

られている。
• 若年層への支援拡充：高齢者中心の施策から転換し、若者の定住促進と子育てしやすいまちづくりを重視。

教育・人材育成
• 教育の質と機会の向上：子どもの教育・安全・成長にしっかり投資することで、若い世帯の支持を得る。
• 市民主体のまちづくり：若者が中心となった市民活動の活性化、行政主導からの脱却、まちづくり人材の育成。

雇用・産業振興
• 働く場の確保：企業誘致、農林畜産業の支援、収入向上による定住促進。
• 地元産業の強化：農産物のブランド化、国内外への販売促進、地産地消による地域経済の循環。
• 観光と産業の融合：自然・アート・食を活かした観光資源の活用と経済波及効果の最大化。

医療・福祉・健康医
• 療体制の整備：病院経営の改善、診療科のバランス見直し、健康寿命の延伸。
• 高齢者支援：健康管理による長期就労支援、介護・福祉サービスの充実。

交通・インフラ
• 交通網の強化：鉄道廃止後のアクセス改善、高規格道路の整備、循環バスの活用。
• コンパクトシティの推進：生活施設の集約、効率的な都市構造の構築。

自然・観光・地域資源
• 自然環境の活用と保全：十和田湖・奥入瀬渓流などの魅力発信、災害に強いまちづくり。
• 観光客の滞在促進：交通手段の整備、飲食・宿泊施設の充実、シティプロモーションの強化。
• 十和田らしさの発信：「十和田といえばこれ」と言える独自の魅力づくりとPR。

多様性・市民参加
• 多様性の尊重：外国籍住民や多様な世代が安心して暮らせる環境づくり。
• 市民協働の推進：高齢者・若者がともにまちづくりに参加し、活気ある地域社会を形成。

財政・行政運営
• 財政の健全化：ふるさと納税やクラウドファンディングの活用による外部資本の獲得。
• 行政の効率化と質向上：職員の専門性・意識向上、行政サービスの見直し。　／等
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長期的な視点で今後実施してみたい市の取組等【主な意見】

出産・子育て支援
• 出産費用の補助、産婦人科・分娩施設の復活。保

育・教育の無償化、子育て世帯への経済的支援強化。
• 小中一貫校の創設や教科担任制導入による教育の質

向上。子どもの遊び場や屋内プールなど、子育て環
境の整備。

教育・人材育成
• 義務教育の無償化。医学部・薬学部学生への奨学金

制度（勤務条件付き返済免除）。
• 大学（農業系・工学系）の誘致。デジタル人材など

専門人材の計画的育成。小中学校統廃合のロード
マップ策定。

産業・雇用・経済活性化
• 企業誘致、大手企業との共同開発。農業担い手確保、

農地集約、農産物ブランド化。
• 豚・野菜などを活用したふるさと納税返礼品の拡充。
• 商業施設やショッピングモール、屋内娯楽施設の誘

致。
• 温泉・スキー場の民営化、観光団体の育成。

医療・福祉・高齢者支援
• 市立病院の産婦人科復活、医師・薬剤師確保。
• 高齢者の介護予防事業強化、介護助手育成。
• 健康寿命延伸に向けた屋内温水プール整備。

交通・インフラ整備
• 市外主要駅からの交通アクセス改善。
• 高規格道路整備、循環バス導入。
• コンパクトシティ推進、生活圏の集約。空
• き家対策、開発行為の規制強化。

観光・地域資源活用
• 奥入瀬渓流に通行税導入。
• 十和田産食材を活かした飲食店整備。
• クラフトビールフェスタなどイベント開催。
• 著名人による観光資源の発信。
• 自然・農業・観光を融合した地域振興。

デジタル化・情報発信
• 市のデジタル通貨導入、観光客も利用可能な仕組み。
• 効率的な情報発信の強化。
• 行政サービスのデジタル化推進。

市民参加・まちづくり
• 市民参加型イベントによる愛着醸成。
• シビックプライドの涵養とシティプロモーション。
• 町内会の適正化（合併・集会所集約）。
• 総花的施策ではなく、一点集中型で特徴あるまちづ

くり。

財政・行政運営
• ふるさと納税PR強化、返礼品の魅力アップ。
• 効果の薄い事業の廃止、職員負担軽減。
• 外部資本獲得（クラウドファンディングなど）によ

る財政健全化。

全体の方向性
• 「出産・子育て環境の整備」と「雇用・産業振興」

が人口減少対策の柱。
• 「交通・インフラ改善」と「観光資源活用」で交流

人口を増やす。
• 「市民参加・デジタル化」で持続可能なまちづくり

を目指す。　／等
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長期的な視点で今後実施してみたい市の取組等

シティプロモーション
施設

伴う
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出産・子育て支援
• 市内に分娩施設や産科医がなく「子どもを産める環

境が整っていない」ことが深刻な課題。
• 出産費用補助や住宅購入費補助など、若年夫婦の定

住支援を求める声。
• 子どもが学べる・遊べる施設の充実を希望。

教育・人材育成
• 義務教育の無償化や教育環境の改善。
• 高校特待生制度や奨学金制度を通じた医師確保。
• DX推進による人員不足対応、職員の業務改善・人材

育成への投資。

産業・雇用・経済
• 企業誘致や農業・産業振興による働く場の確保。
• 農家減少への対策、農産物や観光資源を活かした産

業強化。
• 市民が成果を実感できる政策の必要性。

医療・福祉
• 中央病院の医師確保、病院経営の見直し。
• 高齢者支援や介護予防事業の強化。
• 交通弱者対策も含めた医療・福祉体制の充実。

交通・インフラ
• 市外主要駅からの交通アクセス改善。
• 公共施設や住宅・商業地区の都市計画見直し。
• ゴミ処理場改築時に温水プール併設など、インフラ

整備を観光・健康増進に結びつける提案。

その他、十和田市について考えていることや意見【主な意見】

観光・地域資源
• 十和田湖・奥入瀬渓流など豊富な観光資源を国内外

へPR。
• 温泉活用やアートの街としてのブランド強化。
• 中心市街地の活性化、官庁街通りの名称変更など観

光客向け施策。

市民参加・まちづくり
• 市民が参加できるイベントやシティプロモーション

専属課の設置。
• 町内会の適正化、地域での役割分担。
• 多様性尊重、外国人労働者との交流促進。

財政・行政運営
• 限られた予算の使い方を「ハードよりソフト」へシ

フト。
• 効果の薄い事業の廃止、BPRによる業務改善。
• ふるさと納税や外部資本活用による財源確保。

全体の方向性
• 出産・子育て環境の整備と雇用・産業振興が人口減

少対策の柱。
• 交通・インフラ改善と観光資源活用で交流人口を増

やす。
• 市民参加・DX推進で持続可能なまちづくりを目指す。　

／等
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総合計画の参照頻度

総合計画を参照するタイミング

総合計画を参照しない理由

【その他の回答例】

• 特にないですが、気になって見たりします
• 気になったとき
• 十和田の現状を確認したいとき
• 業務の見直し
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10．市民ワークショップ





十和田市総合計画策定に向けた
市民ワークショップ

「十和田市の未来を創る！」

参加者アンケート結果
・ワークショップ成果

日　時：令和7年10月14日（火）18:30～20:30

場　所：市民文化センター　第1研修室
参加者：総合計画策定市民委員会委員等市民 27名
　　　（うち回答：26名、回答率：96.3%）
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80.8%（21）

61.5%（16）

53.8%（14）

50.0%（13）

46.2%（12）

26.9%（7）

3.8%（1）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市のまちづくりに対して、いろいろな意

見を聞けること

市のまちづくりに対して、自分の意見を

発言できること

様々な知識や経験を持つ人たちと知り合

えること

地域へかかるきっかけとなること

地域のことを知ったり考えたりすること

参加を通して地域の情報を入手して、視

野を広げること

その他

ワークショップに期待していたこと（n=26）

【その他の内容】

・どんな風にアイデアをまと
　めるのか、WS方法の学び
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市のまちづくりに対して、
いろいろな意見を聞けること

市のまちづくりに対して、
自分の意見を発言できること

様々な知識や経験を持つ
人たちと知り合えること

地域へかかるきっかけとなること

地域のことを知ったり
考えたりすること

参加を通して地域の情報を
入手して、視野を広げること

その他



満足

64.0%（16）

やや満足

32.0%（8）

普通

4.0%（1）

ワークショップの満足度（n=25）
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大変高まった

64.0%（16）

まあ高まった

32.0%（8）

変わらない

8.0%（2）

市のまちづくりへの関心の高まり（n=26）
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大変思った

52.0%（13）
まあ思った

40.0%（10）

変わらない

12.0%（3）

市のまちづくりへの参加意向（n=26）
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言い足りなかったこと、追加意見

• 最後に発表紙を皆さんでながめる時間があってもよかったのかなと思いました！

• 市の方も大いに参考にして下さい。

• 全体的に同じような思い、考え方を持っている方々がいることを再認識した。

• 町内会について。

• お金が生まれる話しが足りなかった。

• 移住者に優しい十和田市だと知って、良かったです。

• こどもからお年寄りまで気持ちよく暮らせる街であって欲しいです。

• ワークショップの時間が各5分位多いと、もう少し他の方の意見が聞けて良いと
思う

• 言いたいことは言えました！

• 全て出したので、特にありません。

• 特になし（3）
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ワークショップへの意見や要望等
• グラフィックレコーディングがすばらしかったので、画像を共有してもらえたらうれしいで

す。（「参加者のみなさまに」がむりなら、大丈夫です！）
• 同じテーマでも多様な思いが出てきて楽しかったです。

• 楽しくおはなしができました。イラストでまとめてもらえておもしろく、全員でシェアする
のにもとてもいいと思いました。

• これをきっかけに更に楽しく元気な街が出来ること願っています。
• 多くの市民の参加を案内。

• それぞれのチームのまとめをグラレコで見ることができて、面白かったです。若い人にも分
かりやすいと思います。

• 共通意見も少数意見も市民の意見をふまえて課題解決してすみよい十和田市になってほしい
です。

• ワークショップの進め方の勉強になった。
• 最初は不安でしたが、とても楽しい時間でした。学生にも経験してほしいと思いました。
• とても充実したワークショップでした♡
• グラフィックレコーディングがとても良かった。
• 今日のワークショップで参加者から出た様々な意見等が今後どのように展開されていくのか

が楽しみです。
• もっと色々な方とお話ししたかったです。

• このような機会は結構あったかと思います。 東京からたくさんおいでだったので、予算がす
ごい心配でした！

• 若者ワークショップも開催されるようなのが良いなと思いました。また、意見募集のフォー
ムも作って頂き、より多くの意見が集まるきっかけができて嬉しいです。ただ、こういう
ワークショップも、もっと一般参加したり、商工関連のまちづくりについて議論されている
会議の方々とも一緒にまちづくりを話せる機会があるといいなと思います。

• 楽しかったです！！
• 十和田市の未来を自分ごととして捉えている人達が多く、熱量もあって嬉しかったです。
• 開始時間が日中だと良かったです。 318
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11．若者ワークショップ





十和田市総合計画策定に向けた
若者ワークショップ

「十和田市の未来を創る！」

参加者アンケート結果
・ワークショップ成果

日　時：令和7年10月15日（水）18:30～20:30

場　所：地域交流センター「とわふる」 中ギャラリー
参加者：18歳以上30歳未満の市民及び若手職員市民協働
　　　　チームメンバー 30名
　　　（うち回答：30名、回答率：100%） 330



50.0%（15）

6.7%（2）

6.7%（2）

3.3%（1）

36.7%（11）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

知人からの紹介

市報

市ホームページ

チラシ

その他

ワークショップを何で知ったか（n=30）

【その他の内容】

・市職員（6）
・LINE
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40.0%（12）

36.7%（11）

30.0%（9）

16.7%（5）

13.3%（4）

13.3%（4）

10.0%（3）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市のまちづくりに対して、いろいろな意見

を聞けること

地域へかかるきっかけとなること

市のまちづくりに対して、自分の意見を発

言できること

参加を通して地域の情報を入手して、視野

を広げること

地域のことを知ったり考えたりすること

様々な知識や経験を持つ人たちと知り合え

ること

その他

ワークショップに期待していたこと（n=30）

【その他の内容】

・参加する人を見たかった
・市職員のチームに参加し
　ているから
・業務の一環として

市のまちづくりに対して、
いろいろな意見を聞けること

地域へかかるきっかけとなること

市のまちづくりに対して、
自分の意見を発言できること

参加を通して地域の情報を
入手して、視野を広げること

地域のことを知ったり
考えたりすること

様々な知識や経験を持つ
人たちと知り合えること

その他



満足

56.7%（17）

やや満足

30.0%（9）

普通

10.0%（3）

不満

3.3%（1）

ワークショップの満足度（n=30）
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大変高まった

43.3%（13）

まあ高まった

46.7%（11）

変わらない

6.7%（2）

まったく高まら

なかった

3.3%（1）

市のまちづくりへの関心の高まり（n=30）
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大変思った

50.0%（15）
まあ思った

36.7%（11）

変わらない

13.3%（4）

市のまちづくりへの参加意向（n=30）
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言い足りなかったこと、追加意見

• 市政への反映を期待しております。

• キャッチフレーズについて追加「美術（アート）が自然を駆ける街　十和田」

• 市民と市お互いの意見を投げる場所、見れる場所を設ける。今回のワークショッ
プやアンケートなどで実際に取り入れた意見を公開してほしい。

• 街中の電波を強くして欲しいという意見を多く聞く 特に観光で来た人達は苦労
している様子をよく見る

• なし
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ワークショップへの意見や要望等

• すてきな場をありがとうございました☺

• こういった機会を増やして頂けると嬉しいです。

• 考える時間をもう少し取ってほしい。

• 実績と継続を熱望いたします

• 総合計画にどのように反映されるかいまいち想像がわかない。

• 十和田市をより良くしたいのであれば 良いところを話し合うより悪いところを話
し合った方がいいと思います。

• 単発の会だとあまり意味をなさないと思う。 この議題・テーマは過去に何度もさ
れているので情報共有の薄さ、進展のなさに悲しくなりました。  また、やるだけ、
伝えるだけでは意味が無いので行動を起こさせる仕組みが必要。 これは行政だけ
ではなく、官民学連携が必要だと思う。  委託だけではない民間との密なやり取り
をもう少し増やした方が良いと感じた。

• 参考になりました。

• 定期的に開催して欲しい 正直謝礼なしでも十分価値を感じる

337



338



339



340



341



342



343



344



345



346


